An Evaluation of Making Manuals and Creating Quizzes Including Incorrect Answers by 向井 季之
－ 113 －
人間科学研究　Vol. 29, Supplement（2016）
修士論文要旨
「正解ではない答え」を考える作問を用いたマニュアルづくりの効果の検討
An Evaluation of Making Manuals and Creating Quizzes Including Incorrect Answers
向井　季之（Toshiyuki Mukai）　　指導：尾澤　重知
1．背景と目的　
　問題を作ることで学習の目的意識の獲得や本質の理解を
促す作問学習がある．
　作問は，学習者自身が解法の適用条件を明確に意識する
ことができ，解法定着に有益であると考えられる （中野
2000）．作問学習の研究はこれまで，算数や数学の学習指導
に関するものが多いが，企業の人材育成に関するような認
知や行動を伴うものは多くない．
　また，作問の種類としての「一問一答型」と「選択肢型」
において，作問する側の研究は多いが，学習者側について
の比較研究は多くない．
　本研究では，作問学習を用いたワークショップにおいて，
「一問一答型」と「選択肢型」の手法の違いを検討すること
で，「正解ではない答え」を考えさせることの効果を検討す
ることを目的とする． 
2．調査対象
　X大学Y研究室の大学生を対象とし，2015年６月18日に
ワークショップを実施した．対象者は12名（男性８名，女
性４名，３年生５名，４年生５名，５年生１名，M ２生１
名）であった．
　また，ワークショップ後に，振り返りを目的とした確認
テストを2015年７月16日に，上記12名（男性８名，女性４
名）に加え，ワークショップ不参加の５名（男性５名，３
年生１名，４年生４名）で行った．
　本研究では，収集したデータを量的・質的に検討した．
3．ワークショップデザイン
　社会人における基本所作でありながら意外とマニュアル
通りにできていないことが多い「名刺交換」を題材とした．
ワークショップは，山内ら （2013）に基づき「知る活動」
「創る活動」「共有と振り返り」の３段階で実施した．
　「知る活動」として，マニュアルについての講義と名刺交
換ビデオを視聴しノートテイキングを促した．
　「創る活動」として，名刺交換に関するクイズの作成（個
人作業）後，名刺交換プレゼンのショートコンテンツの作
成（チーム作業）を行うこととした．ショートコンテンツ
作成の条件として， ２分以内で完結する，スライドには
ロールプレイで実際の名刺交換場面を撮った「写真」を含
める，クイズを２題含める，などを条件として課した．
　クイズを作成する条件として，Aグループには「一問一
答型」，Bグループには「選択肢型」にて作成することを求
めた．AグループとBグループはそれぞれ２チームに分か
れ，別教室で活動が行われた．
　「共有と振り返り」として，全員で各チームのプレゼンを
行った後に，クイズ形式の違いでの印象，良いマニュアル
について考えることを促した．
　約１か月後に確認テスト，インタビューを行った．
4．結果と考察
4.1.発表内容の量的評価
　クイズ用スライドにおいて，「一問一答型」に比べ「選択
肢型」の方が写真枚数，マニュアル項目数，プレゼン時間
などの情報量が多い結果となった（表１）．
表１　スライド間比較表
4.2.一問一答型と選択肢型の質的比較
　一問一答型と選択肢型の相違を，質的研究法を用いて検
討すると，２つの特徴を見いだすことができた．
　第一は，「一問一答型」はマニュアル通りの内容であった
一方，「選択肢型」は複数のマニュアル項目を組み合わせた
作問となっていた．
　第二は，作問形式の違いによる発表での印象の違いを尋
ねた結果，「一問一答型」は「理解を見られるものだが，あ
まり残らない」「答えが決まっていて，聞いていてあまり面
白くなかった」とのネガティブ評価に対し，「選択肢型」は，
「知識が無くても考える材料があって考えられるため楽し
い」などのポジティブ評価が多く見られた．
　以上より，「正解ではない答え」を考える作問を用いたマ
ニュアルづくりの効果を検討することができた．
項目
A1 A2 平均 B1 B2 平均
【プレゼン用スライド】
スライド数（枚） 15 15 15 17 8 13
写真枚数（枚） 13 9 11 9 11 10
文字数（字） 167 421 294 230 249 240
単語数（個） 42 123 83 63 66 65
マニュアル項目数（個） 12 5 9 6 15 11
クイズ出題数（個） 2 2 2 2 2 2
プレゼン所要時間（秒） 137 121 129 110 142 126
【クイズ用スライド】
スライド数（枚） 3 4 4 7 4 6
写真枚数（枚） 3 0 2 8 9 9
文字数（字） 25 78 52 160 77 119
単語数（個） 6 23 15 43 22 33
マニュアル項目数（個） 3 2 3 4 8 6
クイズ出題数（個） 2 2 2 2 2 2
クイズ所要時間（秒） 55 32 44 60 75 68
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